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(1) (2) と同様の例、 r(その文献資料老根拠にして)'"が確かめられるj と
いうこと。 (6) r許書j を根拠にして、もともとその築文は書かれていないこ
とが確かめられる。(7) 1謂雅」を摂拠;こして、この字も:綴字に作っているこ
























に見た (6) (7) の「按j がその後に書名のみを引くのに対して、書名十引








様の使い方と考えられる ο また (12)の裁諮j は、前文でさまざまな
f明かりJについてき己した後に、そのまとめとして、自らのゆ考え「吉代ではた














(1 J r愚按、愚讃/玉裁謂j という用法。注釈者の自称を「按・謂J の訴に
おいて、「注釈者の考え、判断j を示すの

















( ;3 )段詑については、 fJi裁言¥VJと「五裁按j とを[:i{JjIJする必要があろう。
二 f按j という表現を探して
1 )経書法と「按j
先に「按j の用法として、「論語集控J と「説文j 段、注から二つの型を想定
した。その用法を揖野に入れ、「按J の用伊)Jを経蓄の伝・誌に探してみたので












































ろん、 f玄讃J という誌が、すべて「異説を整理するJ f.異説に意見を加えるJ
という性格を持つとは限らない。しかし、この注釈が、先にあげた「開場j 王


































る解釈が記されている端。 (10) は f導千梁之醤J という匂について、罵融と




























表現が、先に「論語集控J、「説文j 段注で整理した、(1 J 













(3) 1患の註釈家の設が roo云j というように 字が用いられるのじ対Lて、鄭
玄の注釈には「讃l学が用いられることに詑態されたい。
























































(3) r議関易疏論家義記J (r京都帯箆大学文学部蓄を印欝紗本第二議J 所~文) iこ記されて
いる狩野蕗蕎の践文は、「沈潜jゴj に沈/鱗士、 f軒先生Jに劉藤、 f饗射j に}苦j弘正を































(けから(~3 )までの司自案J i愚讃j を用いて示される内容を晃てみると、
対して袈綴が異説を示したり、その説を評儲したり、また言1
みずからの見解を示していることがわかる。すな











け) (8) (引に示した張守節(謄)の正義もまた、 r案j は用いられてい
るが、 λ築解に見える「鱗案j に類する表現法毘えない。 (7)は、 f春秋持lニ左
(11) 
お史が置かれた」ということを拠りどころに、「史記Jと呼ばれる，:mlおを論証
する。 (8)は、 rj坂泉之野J ということばから、そこが平らな場所であること
を論証する。 (9)は、「開J という誇から、解き達するという意味を導き 1::¥す。
こうしてみると、これらはいずれも確定した事実を取りあげ、それを根拠にし
て何かを論証する、という舟法である。











































( 1 )裂の、「論議集の 15議按j、段注の「玉裁謂Jの形に通じるのは、









誌、その表現から兎れば玄讃J r昭語 I玉裁讃j と













































( 1 )今「仲尼弟子列伝j には、「欝人Jのこ字がない。「史記」集解に「鄭玄日、欝
ノu とあるのによったのであろう。







の i宇!に探し、そこから「按J の )~l~J いられ方を二つに整漉した。
( 1 J r愚被、愚誤裁調j というm法。
注釈者の自称を「按・謂j の前に;霞き、釈者の考え、判断」を示す。
(2 J r按/ヨミ裁按j 十書名・事項というH3法。
「文献資料・事柄を根拠にして~を確かめるJことを表わす。
この整踏を踏まえて経や史書の伝・詑に f1安J の用法を探してみた。 (1 J裂
と問類の機能は、皐侃より前の注釈では、「局干しJ注の「玄謂J、「爵語J注の
fHi'3謂j、「史記j 表編集解の「翻案Jに探しあてることができた。皇侃より後


























それでは f論語義疏」はこの riJTL按」という表現をFれ 1て仰を論じ明らかに
しようとしているのであろうか。それは別稿に譲ることとする(ll。
j主










するのに紡げとなちないものがあるなら、それ在号 I~、て説をつくり、 J1~ く知らしめ
る)という与 Ff可嬰築解の解:釈の妨げにならないJとは、「築f解と異なる説JF紫解安
批判している説J、場合によっては「築f容を百定している説j までを含むと考えられ
る。護保カ.'1I論詩集解j の{譲りをすために、それと異なる説を「論議義流(こ採
ち入れて、 の解釈に多様性をもたらすために用いたタ…ムが
あったと患われるのである包
(16) 
